
横山又次郎（1860年6月14日～1942年1月20日）。東
京帝国大学を卒業し、ドイツ留学から戻ると、横山は母
校の東京帝国大学教授に着任しました。宮城県や福井県、
山口県から発見された、ジュラ紀のアンモナイトも研究
しましたが、キャリアの後半には、新生代の巻貝や二枚
貝の研究をメインに手がけるようになりました。写真は
パブリックドメイン。

June 2025 年 ロ ビ ー 展 シ リ ー ズ
アンモナイト・イヤー企画 今月のアンモナイト

横山又次郎　生誕165周年
　横山又次郎は、日本人初の古生物学者となった、明治時代の研究
者です。彼は1860年6月14日（旧暦の万延元年4月25日）に、長崎
県で生まれました。つまり今年6月で生誕165周年となります。
　横山又次郎と、北海道のアンモナイトにも、深い繋がりがありま
す。横山は、東京帝国大学で、ドイツ人地質学者のエドムント・ナ
ウマンに指導されました。そして、東京帝国大学を卒業した後の
1886年に、古生物学を学ぶために、ドイツに留学します。この時、
ナウマンが以前研究していた、北海道産のアンモナイト化石を引き
継ぐことになりました。
　ドイツに渡った横山は、この北海道産アンモナイト化石を、外国
産のアンモナイトと比較しながら研究しました。そして、日本に帰
国後の1890年に、その成果を論文として発表しました。この論文こ
そ、北海道産アンモナイト化石が、初めて学術的に研究された論文
なのです。
　後に、新生代の二枚貝などを研究する横山ですが、彼が研究者と
して初めて手がけたのは、北海道産アンモナイト化石だったのです。
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